
盛岡高等農林学校と古JI I停者舗内教授と富津賢治（14)

3学期制の当時、 得業研究は2学期（9月1 1日頃
～12月24日）から取りかかり、 3学期(1 月168～
3月31日）末までには論文を まとめて指導教官（主）
に提出することになっていた。 賢治の間級生で親友
でもある；塩井義郎（6）は 「得業研究は重要視され
ていた。jと語っている。 「3年生の二学期になると

は 卒業論文を書：くことにかかった。 卒業論文試
卒業成績 に重くみられて、 全学科の合計と半々に評
価されるというので、 学生は3年の三学期には、 ほ

とんど論文に没頭して授業を受けずに研究実験を続
けていた。」

生徒は各教授に所属し、 それぞれ研究課題を与え
られる。 どの教授を専攻するかは原則的には均等配

分であったので、 必ずしも本人の希望通りにはなら
ない。 研究成果を 得業論文にまとめて提出、 卒業す
ると “得業士” の称号を与えられる。 大正時代から
昭和初期の論文は、 年次ごとに製本されて岩手大学
図書：館に保存されている。

その概嬰

大正7iド3月卒業（農学科第2部13田生）の生徒
12名の得業論文と指導教官 は、 古出教授（ 2名）・

関教授（4名）・村松教授（ 3名）・吉川教授と関教
授は名）・ 論文不明（ 2名 ：j京勝成・倉島恵）
である。

• LLJ本延雄：議踊ノ利用ニ就テ ノ研究（古川教授）
・森本一男：澱粉粕利用方法ニ就テ （古JI I教授）
－宮i畢賢治 ：腐植費中ノ無機成分ノ植物ニ対スル価

値（吉JI I教授と関教授）
－塩井義郎：飯関LL!ノ安山岩及其風化産物ニ就テ
(I理教授）
－鶴見要三郎：鹿児島県悶分的近春山産火山灰塘母：

ノ研究（関教授）
・綿山田良行：医j分及出水ノ火山灰ニ就イテ（関教授）
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若尾 紀夫（C昭39・院41)

－佐々木又治 ：台湾路土及南洋紅土ノ物理的立をニ 化
学的実験（関教授）

－成瀬金太部：清酒及醤zr11麹菌酵素ニ就テ（村松教設）
．河原田次繁：葡萄酒ノ野生酵母：ニ就テ （村松教授）
．小菅健吉：7j（説ニ関スル調査実験成績（村松教授）

賢治は3年生（大正6年）の夏休み.12)、降、 得業研
究「論題：腐描質中ノ無機成分ノi植物ニ対スル価値」

（写真 1 ）に取りかかった。 その論文（23頁）は以
下のような構成・概婆である。
結論：

「腐植質トハ土壌中動植物ノ 分解ノ途中デ、 様々
ナ無機成分ヲ合ム複雑ナ勝費状複合体デ、 腐植費r:1:1

ニ ハ生物遺体ノ稜々ノ 分解過程ニアル多クノ有機化
合物ヲ含有スル」と定義し、日創造費中ノ無機成分ガ、
横物栄養上イカナル価値ヲ存スルヤハ、 19世紀末葉
以後、 多クノ学者ノ注意スル所ニシテ 学説難少ナカ
ラズ。Jと授史的経過に言及している。

「今次古川教授ヨリヱド問題ノ教示ヲ受ケ、 之レガ
岩手県ニ於ケル腐植質土壌ニ就テ 、 如何ナル結果ヲ
得ルヤ実験ヲ行ハントス。J（写真2）とあるように、
古JI I伸右荷門教授の教示（ 注：研究課題や目的など
を専攻生に言い渡す）でこの論題を 取り上げ、 岩手
県に広く 分布する不良 土 ・｝蕗植費：土壌を対象に捌：究
を行なった。



多クニュークレイン形態（注：現在 では主にイノシ

トールリ ン酸「フイチン酸」とされる ） ヲ為シ、 そ

のためf植物ニ利用デキナ イjと推論している。

結論（謝意）：

今次実験 ノ供試土壌ニ付キ、次ノ結論ヲ得。 3) 
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震j合f得業論文」の緒論2 

「f専業論文Jの結論

－癒植質中ノ燐酸ハ殆ンド全部、 植物ニ不可給態ナ

1）。 ソノ量ハ、 土壌中現ニ可給態ナル燐酸ノ最ニ

比シテ甚大ニシテ、 百倍以上ニ及ベ リ。

－不良土ニ於テハ、 土壌ヲ単ニ自然情況下ニ永時放

置スル事ニヨ1） テ、 腐植質中ノ燐酸ガ植物可給態

ニ変ズル事ハ期待スベカラズ。

．腐植質：仁j:iノ力[I互1ノ＼、 比較的少 量ニシテ現ニp

ナル加里ノ最ト大差ナク、 植物営養上ノ大ナル問

題ヲ成サズ。

・ソノ実際ニ可給態ナルヤ否ヤハ、 彼ニ断定シ難キ

モ、 蓋ロ百定的傾向ヲ示ス。

3 

＇＊冬リ ニi臨ミテ本論ヲ草スルニi怒シ、 終始指導ノ

労ヲ執ラ レタル古出教授、 並ピニ多クノ注 意ヲ賜ハ

リ タル関教授ニ深謝ス。」

亀井（19）は賢治の得業論文の今目的評価として

「賢治が行なった実験を通しての結論としては、 そ

の時代を考癒すると今日でもほぼ妥当な結論であ

る。」としている。 また、 井上(12）はf賢治の得

業論文は、内外の研究 成果につい てよく考察され て
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腐植質中ノ？µ，�機成分 ニ関スル従来ノ研究：

本実験 にi鶏係する内夕トの研

引j持し、 腐植や腐植費iやの無機成分の研究を紹介し

ている。

本問題実験 ノ方法：

実験の目的は「腐植質中ノ無機成分 ガ植物ニuJ給

態ナルヤ否ヤヲ明ニスルニア1) jとし、 無機成分と

して 主に燐酸（P）と加盟（K）を取り上げ、 その

具体的な実験 方法を記述している。

実験 成績：

岩手県内の腐植質土壌4種類、 上国土壌（本学上

台実験農場・熔地 ）、 好摩土壌（渋民村好摩駅の南・

原野）、 観JI潟村1土壌（岩手郡御明神村経済農場 ・未

耕土）、大谷地 土壌（稗貫郡根子村大谷地・原野） で 、

腐植含量7.0～12.5%の第由紀吉層（洪積層）台地の

土壌で、ある。 何れも「火山灰土壌ヲ母材トシ腐槙質

ニ富ミ、 黒急. j経ク・軟ラカイ腐植質ノ火山灰土壌J

で 、 現在の土壌分類では “黒ボク士” と呼ばれるも

のである。

分析 結果ニ対スjレ誰論：

分析の結果、 何れの土壌でも腐植安中の可給態燐

駿は極めて少なく、fソレラ ノ土壌中ニ於テハ植物

ニ存効ナル燐駿ノ1殆ド腐植嚢中ニ含有セラルハ疑イ

ヲ容レザル所ナ1) jと考察し、円高植質中ノ燐酸ハ、



おり、 格調高く、 援れたものである。」と評縮して

いる。

賢治は、 得業研究を進めるに当たり属植貿土壌に

関連する国内外の研究論文を精査引用していること

から、 その勉強ぶりがうかがえる。 また3年生の2

学期から約半年という短い実験時開や当時の研究環

境などを考慮すると、 その内容及び構成は高く評価

できる得業論文である。

弟営i華清六（10）によると、 賢治は得業論文をま

とめるときにj尺LUのらっきょう漬を買ってきてガ、リ

ガリ留りながら「こいつはなかなか頭を使うときに

はいいもんだ。Jなどといって書いていたと言われ

る。 3年生の3学期というと寒さが最も散しい盛開

の冬、 下宿の矩憶のrj::iで、らっきょうを諮りながら参

考資料を読み、 実験データを整理して論文を書き

結えっている賢治。 筆者も皇室開での下宿時代、 ガラス

板1枚とi母子の部屋で、 矩憶だけで散しい冬を過ご

した経験がある。直筆の得業論文を手にして読むと、

ユーモラスな賢治の姿を紙揺にかいま見ることがで

きる。

賢治がこの論題を専攻した諸説

感i南高農に入学した “石っこ賢さん” は、 問教授

（農学科第2部・地質及土壌学教室）と出会い、地質・

鉱物 ・岩石 ・土壌などを本格的に学び、 また｜司教授

の指導で夏期実習の盛間間近地質調査（2年生）を

行い、更に埼玉県秩父地方の地質研修旅行（2 ±1：：�［ミ）

及び江刺都地質調査（3年生）にも参加している。

賢治の得業論文の冒頭には「今次古川教授ヨリヱド

問題ノ教示ヲ受ケ、 之レガ岩手県ニ於ケル腐植質土

壌ニ就テ、 如何ナル結果ヲ得ルヤ実験ヲ行ハント

ス。J（写真2）と記されていることから、 賢治は古

JI I教授から研究テーマを教示されて研究を始めた。

また、結論では昨冬リニ臨ミテ本論ヲ草スルニ際シ、

終始指導ノ労ヲ執ラレタルl�!Jll教授、 放ピニ多クノ

注意ヲ賜ハリタル関教授ニ深謝ス。J（写真3）と

JI I教授と関教授への謝辞を述べている。 このことか

ら賢治は吉川教授（主）と関教授（副）の2人から

得業研究の指導を受けたことが分かる。

賢治の 1年後議であった岩部元兄（3）によると「関

先生は、 当時農学二部の部長であった。 少し豪気で

気難しい所があったためか、 一般に学生は近づきに

くい様だ、った。 処が、 宮沢さんはよく先生の研究室

に出入りし、 先生の意を汲み、 先生の信用を得てい

た。Jと言われる。 このように賢治は関教授の研究

に頻繁に出入り教授の信頼を得ていた。 関教授は

賢治が最も親しく接した学院jの恩師であった。 従っ

て、 常識的に考えると、 賢治が得業研究を関教設の
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直接指導で行なうことが自然である。 それにも係わ

らず、 賢治はなぜ在学最後の仕上げとなる得業緋究

を古川教援の教示で行ない、 謝辞で関教授の名前を

挙げているのであろうか。 素朴な疑問をおぼえる。

賢治がこの論題を選んだ経緯については、 幾つかの

説がみられる。

井上克弘説(12) : 

f賢治の得業論文は、 当初 “安山岩の風化の物理

化学” であったが、 その後つ寓植費中ノ無機成分ノ

植物ニ対スル価値” に変更した。 関教授は、 大正6

年4丹、）］萎質化学セミナー（賢治3年生のll寺に受講）

を始めたが、 それは当fl寺最新の学問で、 賢治はこれ

に大きな関心を示した。 これが当初 “安LIJ岩の風化

の物理化学，， であつた得業碍f究が

体” を扱った課題に変更された翌日出であろうoJ

佐々木清一説（ 9) : 

l'l.�tifiが卒業論文として、 初め “議肉付近の石英

キn顕若の研究” を行なったことは大いに領けること

でありましょう。 しかし、 当時の我が国の土壌把科

学界で、は麻生慶次郎氏等が農事試験場報告に “土壌

中の有機化合物に関する研究（1916）” を発表し、 学

界の注IIをあびた。 この中には111陰の大山付近の腕

植質火山灰土壌や関東の火山灰土壌が試料として用

いられていた。 それで、、 先生方は接部jの火山灰ま壌

に興味を持たれて、 成績優秀な賢治にやらせてみて

はどうかということで、 途Iドから “腐摘質r:j:tノ無機

成分ノ植物ニ対スル価値” に変ったのではないか。J

年表作家読本「宮沢賢治J説（7) : 

f賢治は初め “安山岩及びその風化物の物理！的化

学的研究に就て” というテーマの論文の準備をして

いたという。 また賢治が論文2編を書いていて一つ

を級友に譲ったという話もあるが、 真偽は定かで、な

いという。J

幸子i丑元兄 説（3) : 

「賢治が卒業論文を選定するのに問先生の下につ

いた。 クラス中唯一人であったと、 先生につくもの

がないから僕がついたと漏らしたといふありそうな

ことである斗このように岩田氏によると賢治のみ

が関教授の指導を受けたことにされている。しかし、

実際は［語教授の専攻者は4名で、 古川教授が賢治の

指導教官（主）となっている。

亀井茂説（19) : 

「始め賢治もi調教授のもとでの専攻を望んだらし

い。 しかし希望者がl名超過（注：教授 1人当たり

専攻生3～4::gt）し、 そこで賢治は友に譲り、 自身

は理科学担当の古川教授に替わったという。 賢治ら

しい所作である。 本来は古JI I教授が単独で、指導する

つもりであったが、 “何らかの理出” で関教授にも



指導の助言をしてもらったのであろう。 これは賢治

の同級生である塩井義郎氏からの聞き覚えである

が、 可能性は大きいように思われる。J

当初は「安山岩の風化の物理化学J、「安山岩及び

その風化物の物理的化学的研究に就てj、「盛岡付近

の石英粗面岩の研究jの論題（注：出典資料が見当

たらないので、 当初このような論題で研究を始めた

のかどうか真偽は不明）であったが、 途中からf腐

植費中ノ無機成分ノ植物ニ対スjレ錨値jに変ったと

の “途中変更説” は考え難い。 何れにしても賢治本

人が残した託設がないので、 どの説かは特定できな

いが、 “亀井説” が妥当で、あろう。

関豊太部教援の火山灰土壌の研究

生徒が得業研究を専攻する際には、 学科の事情や

教授達の専門や研究業績、 勿論自分の希望など色々

な条件が考），！[B：されるが、 賢治の得業研究専攻には、

関教授のげ（ LLJ灰土壌の研究jが大きな影響を与え

ていることは間違いない。

明治38年rill'. I可高良教授（地震及土壌学教室：鉱物

及地費、 物理、 物理実験、 気象、 土壌学などを担当）

となったl!kl教授は、 欧州留学（明治43年12月～大正

2年5月）中に、 El本（東京と盛i珂）から持参した

洪;flit層火山灰土壌（黒ボクニ！二）の研究を行ない、 火

山灰土壌にアロフェン（特有な粘土鉱物）が存在す

ることを発見。 東北地方初め我が閣に広く分布し

業j二重要な火山灰土壌の研究（物理化学的特性や土

壌謬質、 分類体系など）をライフワークとして取り

組んだ（11-13）。

鈴木梅太郎教授（植物営養論）は、 高農恒例の夏

期j講演日ヨ本に於ける農芸化学」（大正2年7月訪日）

(1）の中で、 農芸化学分野での土壌学研究の問題に

も言及している。ト ・・東北地方には広漠たる原

野あり黒土（注：塙植質火山灰土壊または黒ボク土）

を以て蔽われ不毛の地と称す之が改良は単に学術上

趣味あるのみならず民家経済上緊急、の問題なり商も

未だ総括的な調査なし・・・・本校は此の麓の黒土

をfvf究すべき最便利な位設にあり従て之を解決する

は本校に責任ありと信ず。」

このように鈴木教授は土壌学の専門家ではない

が、 植物栄養の観点から東北地方に広く分布する不

良性黒ボク土の研究は、 盛開高農が責任をU、て痕り

組むべき重要かっ緊急、な課題であることを指摘して

いる。 この鈴木教授の提言は、 関教授の掛究を意識

してのことであろう。講演内容は校友会報（第23号・

大正3年2月） (1）に掲載されているので、 翌大正

4 年 4 月に入学した賢治は、 当然それを読んでいる
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はずで、ある。

鈴木教授の提言を待つまでもなく、 盛岡高農では

既に関教授が不良性火出灰土壌（注：腐構質火山灰

土壌）の研究に取り組み、 その改良「石灰岩散布に

よる酸性火山灰土壌の中和処理改良J (13）につい

ても思索・提言している。 賢治は、 このような関教

授の研究に大いに関心を持ち、 生涯にわたって多大

な影響を受けた。

吉Jll仲者衛門教捜の専門と研究

在JI I仲右衛門教授は、 賢治が入学する前年（大正

3年10月）、 農学科第2部・肥料学教室に赴任、 土

壌及肥料・化学・分析化学・開実験・無機化学・食

品化学などを担当したが、 農芸化学分野のiやでも

llll�科学・化学・分析化学Jに精通していた。

前述（北水会報 第128号 ）したが、 市JI I教授の得

業研究は植物栄養成分の分析ーなどJll'.:科学的課題が中

心であり、 賢治の同級生2人にはf議踊ノ利用ニ就

テノ研究Jと「澱粉粕利用方法ニ就テJを研究させ

ている。

興味あることに、 得業研究と指導教官を調べたと

ころ、 古川教授と関教授の連名指導（注：主教授と

説教授による共同指導）は、 賢治が特例ではない。

例えば、 大正5年卒業生（11回生）では、 2名は古

JI I教授（主）と関教授（副）が指導教官で、 逆に 1

名はi調教授・（＿：£）と古J11教J受（部）となっている。

つまり当時、 得業研究を行なうに当たり、 課題に

よっては指導教官（副）の助言・協力を依頼するこ

とは、 特段希有なことではなかった。

賢治にとっての得業研究の意義

関教授の専攻希望者が定員を超過したため、 賢治

は友に譲り肥料学担当の古川教綬のもとで得業研究

を行なうことになった（19）。 そこには “賢治独自

の思案” があったのではないか。

賢j苦：は、 i謁教J受のもとで盛j苅や郷里花巻など東北

地方．に）よく分布する

良性火111灰土壌．黒ボク土を “病二i二” とi呼んだ）の

問題を認識し、 その不良性の涼j韮及び改良に強い関

心をもっていた。 そこで賢治は、！寓植質火山灰土壌

が植物栽培に不適である要閣を明らかにするため

に、 土壌中の植物に必要な養分（窒素、燐酸、加盟、

石灰など）に関連するテーマを得業研究として取り

上げたと考えられる。

具体的な論題である「腐植質中ノ無機成分ノ植物

ニ対スル価値」 を決める時には、 当然、 賢治は関教

授と古川教授に相談したであろう。得業論文の冒頭

で、 指導教官はつである古J11教授から論題を教示



されたと あるが、 それは形式的で、あり賢治は “自ら

の希望” でその論題を取り上げ 、 古川教授と問教授

の承諾を得たのではないか。

「指導教官（主）である古川教授は、 病気がちで

あり、 さらに実家の家庭の事情で学校を休みがちで

あった。 そのため古川教授は賢治の得業研究の指導

を十分に 行えなかったので関教授が代わって助言・

指導した。J「古川仲右衛門教授が本来単独で指導す

るつもりであったが、 侍らかの理患で関教授に指導

の助言をしてもらった。J

このような「病気（注：具体的にどのような病気

か不明）J や「家庭の�＇H育（注：父親の病気と家督

相続）で古川教授が賢治の得論指導を 殆どしなかっ

たような印象があるが、 それは正しくないであろ

う。 当初から古JI I教授（主）と関教授（説）の “迷

名指導” であったが、 成績優秀で、自主独立心が強い

賢治のこと 、 得業研究の論題の選択や具体的な実

験 、 論文の取りまとめなどは殆ど自分自身で行なっ

たと考えられる。

賢治の得業研究には、 情i政的にみると土壌・

物理化学的視点（関教授）、問料・日己料化学的視点

J 11教授）、 植物生理 ・植物栄養的視点 （鈴木教授）

という3つの要素が含まれている。 共通する

は、 関教授のライフワークの一つである臆植費酸性

火山灰土壌であり、 それを肥料化学的・植物栄養的

価値と結びつけた研究と言えよう。植物栄養（鈴木

教授）との関連性は、 腐植質中の無機成分として 、

植物に霊安な燐酸（？）や加里（K）を取り上げた

ことから半日i訴できる。（図1 ) 

賢治の得業研究は、 盛間附近地質調査や稗貫郡地

質土性調査などと柱H突って 、 その 後の彼の生涯にお

いて重要な意義をもつことになる。 賢治は郷土岩手

県内に病土日えが荒涼たる洪積不良二tJ が広く分布

することを知り、 その性質の研究と不良性の改良に

心を 砕いた。既に述べたが（ 本会報第123号）、

教示・指導

一一争

ぐ一一一一

治が後に小野寺伊勢之助教技（肥料 学教室）に「炭

酸石灰の肥効についての試験研究」を依頼したこと

からも 、 賢治が如何にこの問題に関心があったかを

示している。 賢治は北上1l1:ttJ.i.に無尽蔵に存在する石

灰岩抹による酸性土壌の改良を願い 、 東北砕石工場

技締としての最後の仕事に収束することになる。

実権の人物が登場する賢治の短歌

賢治の短歌には、 多くはないが「実在の人名」が

畳場するものが見られる。

－湊純治（盛問中学校教諭）

顔あかき 港先生 このごろは

エーテルの まこと冴えて来しかな

・阿部孝（ 賢治と盛開中学校河年）

これはこれ 水銀の海のなぎさにて

あらはi'Li立くは 阿部のたカミしら

・木村雄治（盛岡中学校同期生）

あざむかれ 木村雄治は 重曹を

インクの？拡にいれらにけり

－奥山銀茂（盛岡中学校向j羽生）

藍いろに 点 などう ちし 鉛筆を

銀茂よわれはなどほしからん

－吉野之1$（議問中学校同期生）

鉄時を ねむげにいだき もぞもぞと

菓子を 食へるは 吉野なるらん

・橘J11真一郎（盛問中学校教諭）

ひとびとに おくれてひとり たけたかき

橘JI I先生野を過ぎりけり

－ ブジェ…師（盛期天主公堂教会）

プジェー締よ 古き版画を好むとか

家にかへりて たづね贈らん

見Ir.cl‘・

？専業研究の相談 得業研究の秘淡

国l 賢治の「得業研究jと3教授の関係

- 12 -



その他2作品

・タッピング氏 （盛岡浸礼教会 牧師 ）

プジェ一部や さでは浸礼教会の

タッピング氏に 絵など送らん

・多国鼎（埠土真A宗僧侶）

本堂に 流れ入れる外光を

多田先生はまぶし給ふ

－島地大等 （顕教寺住職）

本堂の 高惑に説ける大等が

ひとみに映る 黄なる薄明

古Jll仲布襟門教授を言まった賢治の作品

主主罰高i箆で学んだ賢治は、 卒業するまで講義や実

験実習などを通して多くの教授達と交わったが、 そ

の 中の2人の教授を自作の作品に登場させている。

古川仲右手i!f F�教授（肥料学教室 ）と石丸文雄教授（林

学科）である。 古川教授は賢治にとっては身近な親

しい存在であり、関数援と同様に学問上の患部で、あっ

た 。 石丸文雄教授については、 次号で取り上げる。

大iE6年、 3年生になった賢治は、 仲間とi司人誌

「アザリアJを発行するが、 その 第2号 （7月18日 ）

掲載の短歌に古川教授の姿を詠んで、いる(14）。

・ゆがみたる資ぞらの辺に仕事着の

古川さんはたばこふかせり

仕事着 （注：EI衣のこと ）を着て学生実験 （写真

4）の指導をしていた古川教授 （ここでも「古川さ

んjと親しく呼んで、いる）は、 実験室からタトにtHて

ゆっくりとたばこをふかしている様子を詠ったもの

であろう 。f愛煙家であった仲右衛門さんは、 戦後、

大垣の自宅にて乾燥させたイタドリの葉を切り刻

み、 手巻きの代用たばこをつくる姿を記憶していま

写真4 分析化学実験風景（大正6年頃）
白衣を議用していない中央の人物が出川教授

す 。 （子孫による回想、談）(21) Jと、 古JI I教授はか

なりの愛煙家であることが語られている。 賢治はそ

んな愛煙家の古JI I教授が青ぞらのもとでたばこをふ

かして寛いでいる牧歌的な姿を見ていた 。

盛開高農には多くの教授逮がいる中で、 なぜ、吉J11 

教授を詠ったのであろうか 。 このように賢治が自作

の短歌に古川教援を登場させたのは、 賢治が古川教

授の人柄に特別に親しみを覚え慕っていたことを物

語るものであろう 。

大正11年5月21日、 盛関停車場で、汽車に乗った賢

治は、橋場線（議開・雫石間 ）の小岩井駅（写真5)

に誇り立ち小岩井農場内（写真。6 ）を歩き 回った。

その持の風景を心象スケッチした詩集がf春と修羅

の「小岩井農場」である。 その「小岩井農場・パー

ト1に「化学の古J11さんJが登場する(15）。 その

人物こそ恩師の古川仲右衛門教授である。

わたくしはずゐぶんはやく汽車からおりた

そのために雲がぎらっとひかったくらゐだ

けれどももっとはやいひとはある

化事の吉Jllさんによく肖たひとだ

あのオリーブのせびろなどは

そっくりをとなしい 農皐士だ

さっき盛岡のていしゃばでも

たしかにわたくしはさうおもってゐた

このひとが砂糖水のなかの

つめたくあかるい待合室から

ひとあしでるとき……わたくしもでる

農芸化学分野である農学科第2部はf化学Jと略

称され、 また古JI11中右衛門教授が肥料学 ・化学・分

析化学・分析化学実験（写真4）なと守のいわゆる「化

学系科自」を担当していたため、 賢治は古！日教授を

写真5 JR田沢湖線の小岩井駅

賢治が「つつましく罵をすぽめた停車場」
麗した駅舎はその頃と殆ど‘変わってい芯い。

-13-



6 小岩井農場の風景

襲治は小岩井農場を頻繁に訪れている。

「化学の古川さんjと呼んだ、のである。

当時雄開高農の教授といえば、i現豊太郎教授を挙

げるまでもなく、 大変威厳があり生徒にとっては近

りがたい存在であった。 賢治は、i場教設には畏敬

の念を抱いていたが、古川仲右衛門教授に対しでは、

その人柄に親しみを覚えていたので「古川教授」と

か「古川先生jではなく「古川さんJと殺しげに詠

んでいる。

「あのオリーブのせびろなどは そっくりをとな

しい農率土だj 古出教授は「オリーブ色 （］i�みを

帝びた緑急） の背広jを好んで若ていたのであろう

か。 当時としては偶性的で、自立つ色の背広であるo

I fr11右衛門さんは何事にも鍛曾でJL帳面、 口数の少

ない静かなイメージ、の人で、した。jI frl1右衛門さんは

とても寡黙な方で、 孫たちは “黙叔父 （もくおじ）”

とJI乎んでいましたoJと、 子孫による回想談（21)

で、古川教授の人柄が語られている。 賢治；まこのよう

な古晶川孝文t受’のti

しく互三珍1しているのだ、O

古JI!�中右笥門教援の盛開高農退騒と鰐錦

大正3年10丹22日、 J：：.杉繁教授の後任として農

学科第2部・肥料学教室に赴任した出Jll仲右衛門教

授 （36歳） は、大正10年7月1813に退職 （休職満期）

した。 在職期間は保か7年であったが、 奇しくもそ

の期間は賢治の在学と丁度重なっていた。

古川家は岐卒県海津若jj域社！村羽沢 （現・i岐阜県海

津市南濃軒羽沢） で代々名主を務めた家柄で、 仲右

衛門は古川家の長男 （父義栄・母：せん） として明治

11年7月21日に出生した。 ところが、 父親義栄が大

正7年11月に病死（ 62議） したために、 仲右衛門は

として急きょ家督相続（大正7年12月25自） (40 

歳） しなければならなくなった。 恐らく大正7年中

は、 父親の病気と死去、 そして家督相続のため幾度

となく郷里に婦らざるおえなかった。

既に述べたが、 賢治は3年生の2学期以降 （大正

6年9月～）、古川教授（主） と関教授（副） との “連

名指導” で得業研究に取りかかり、 大正7年2月中

には得業論文を提出した。 また賢治以外にも山本延

雄及び森本一男の得業研究も古川教授が夜接指導し

ている。 この期間は、 古J 11教授が父親の病気など家

庭内事情で婦郷したとしても、 高農の校務や講義・

実験は勿論、 得業研究の指導にも特段差し支えな

かったと思われる。

「賢治の得業論文の緒論にあるように、 古川教授

から研究テーマを教示されながら、 結論で問教授に

謝静を述べているのは、 古川教授のもとで完結する

はずの得業論文が、 父親の病と死去にともなう家！定

事情によって職に復帰できなくなり、 その後の指導

が関教授に託されたことを示唆するものでる（21）。j

このような考え方もあるが、 それは正しくないであ

ろう。

f古川教授は病気勝ちで休職することが多くなり、

筆稿を学生に代読させて講義に代えたこともあっ

た。jと言われるが （5）、 それは大正8年 （この年

には一時休戦して帰郷） 以降のことであろう。 因み

に、 大1T8'.f:ド3月には古川教授指導の学生4名が得

業論文を提出しているので、 前年の大正7年9月か

ら翠大正8年3月にかけて生徒の得論指導をしたこ

とになる。 ところが、 大正9年3月と大正10年3月

には古川教授指導の得業論文は皆無で、 また校務の

公的記録も見当たらない。 このことから大正8年4

月頃J2J、降は、 病気なと。の個人的及び家庭内事情で、長

期j休職していたと推muされる。 その後、 大正10年7

月18日、 古川教授は退職 （休職満期IJ)し帰郷した

(2. 4）。

吉川教授は、 ビタミンB1を発見した鈴木梅太郎教

授の活躍、 またi理豊太郎教授や村松舜祐教授らの海

外宮学や華々しい活躍を日の当たりにしながら、 硯

究者としての道や欧州留学の強い希望を諦め、 無念

な思いで帰郷せざるおえなかった （21）。

盛岡高農の同僚であった鈴木梅太郎教授がビタミ

ンの発見で一躍有名になった時、 孫たちにfいつも

梅太郎、 梅太郎と親しげに！日交を語りj「梅太郎は

ああだ、った、 こうだったjとよく話していたという

(21）。 また郷里に戻った古川仲右衛門はフラスコや
ビーカーなどの実験用具を備えた化学実験室を自宅

敷地内に設け、 ここで甘藷からアルコールを生成す

る技術や白菜・トマトの栽培方法の研究に力を注い

だという （21）。 そこには古川怜右衛門の研究者と
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－嬉郷後の吉川仲右衛門

（第1 1昌生）卒業20周年記念帖より

しての姿をかいま見ることができる。

占Jllfrll右衛門教授（写真7）は、 帰郷稜は羽沢信

用鱗買販売組合の部設、 'r°l1�浪の敷設や医師の招11号、

土壌調査や天然ガスの採掘、 農業講盛の開設など実

践的な農業指導に当たった。 史に｝干j水舶11＃：のための

羽沢谷マンボ（用水トンネル）の建設、 ！ごj虫干拓事。

野菜栽培研究のための農事試験場誘致、 安八郡

立農学校非常勤講師iなど農村振興や農学教育に大き

く貢献し、 後年、 貴族院議員に推挙されたがそれを

回静したと言われる（21）。 昭和38年 7月、 大説rli

室！HJの岳宅で83 歳の�！：.illを閉じた。

東京帝国大学農科大学卒業（農学士）・福岡県立

農事試験場技師・静岡県立農学校教諭・感岡高等農

林学校農学科第2部教授・安八郡立農学校講師・郷

里での農業指導と農村振興など、 その生涯を概観す

るH寺、 賢治がいう「をとなしい農学士」の中に「寡

黙で温和な人柄Jと「揺るぎない信念と行動Jを見

ることができる。

f今日、 われわれは賢治の一身をかえりみない純

粋な生き方や考え方に深い人間的魅力を感じ取るの

だが、 これらは古川伸右衛門の生きざまに相通じる

ものがあるように思えてならない。Jこれは鈴木隆

雄氏（21）の思いである。 また古｝, ，仲衛門の姪の関

戸幸子氏（21）は、「fl免年の伯父の生活ぶりと賢治

の生きざまはよく似ている。Jと諾っている。

な研究者であり教育者であることを願った古川教授

は、己の病気と名家の長男としての家督相続のため、

での学究を断念して帰郷せざるおえなかった

が、 帰郷後は農業指導と農村振興に献身した。 この

ような古川教授の生き方は、 賢治の生誌にも影響を

与えたのではないだろうか。

筆者も賢治と古川併I右寄i司教授には多くの重なる
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部分があるように思える。 今回、 古出教授について

色々な資料を読み19Tf.くと、 賢治が吉川教授のことを

「訪問さん・古川さんj と親しくII乎び、 自作に詠っ

たのが分かるような気がする。

吉Jll�争右欝門教護出Jきの殺事と襲治との意外な欝｛菜

花巻在住の賢治の家系が吉JII仲右禽門教授ゆかり

の岐阜県海津郡l??J濃！llJと関わりがあることが分かっ

た。 筆者にとっては意外な発見であったので、 ここ

で岐阜と賢治との関わりについて、船戸政一氏の

沢賢治と岐阜Jなどの資料（8. 16-18, 20）を参考に

紹介したい。

先ず大筋は、 賢治の父方（政次郎）の祖母キンの

被先が、 岐阜関の刀j丘・関誌六（金子孫六）兼元と

いう人物で、 その系諮は1111主阜万IU:I芸j孫六（金子孫

六）→美濃屋（京都宍服商）→関七郎兵衛（日詰）

→社I.I手キン→父政次郎→賢治Jとなる。

金子孫六の3男宗三長15・美濃屋浄iおは京都で呉競

酪をl.JrJき、奥ナ！？南部領内の't!l)ilJ（岩手県紫波町El詰）

においても手広く呉服の臨いをしていた。 その美濃

屋浄！羽から4代目の金子七郎兵衛は、Pl訪日藩の要

職・勘定奉行元締役に抜揺されたほどの豪商で、

分として金子姓、豪商として関姓、展号は幾久屋（孫

六家は菊屋）を名乗っていた。 この金子七部兵衛の

孫が賢治のtll.母キンである。

祖母：キンは賢治17歳（大正2年）のときに62淑で

没したが、 賢治の詩や童話から感じ取れる研ぎ澄ま

された鋭い感性は、 祖母の芸術1'1なな素質を受け継い

だものと言われる。

賢治が「自分が岐阜関万匠金子孫六のJf[l縁j であ

り、 また「古JII神右衛門教授が岐阜海津郡高濃町の

出身Jであることを＊知していたのかう士からない。

しかし、 古川教授と賢治とが盛開高農に同時期に在

籍し師弟関係にあり、 賢治の得業研究を古JII教授が

指導し、 賢治は作品の中で、古川教授をf古JIIさんJ

と親しく呼んでいることなどを考えると、 2入の関

には言い得ぬ悶縁を感じる。

本原稿をまとめる当たり、 鈴木陵雄氏のに宮沢賢

治の思締－r:�IJll1rl1右衛門の生涯一」、 船戸政一氏の

「宮沢賢治とi岐阜j「宮津賢治と古川教授j、 結戸政

…氏・吉田昌子氏の「古川仲右衛門年譜」等の資料

を参考にさせて頂きました。 本舗を閉じる当たり心

から感謝の意を表します。

次回は、 賢治が「先生のうちでは一番すきなひと

でした。」と諮っている石丸文雄教授（盛碍高農・



林学科）につい て取り 上げる。

注）農学部開罵農業教育資料館では「 古川伸右衛

門教援と宮津賢治j の常設展示を企画しています。

古川教授に関連する資料（写真・ 書籍ー教科書・ ノー

ト ・実験器具・身近な生活道具など）がありました

ら是非お知らせ下さい。

1 ） 日本に於ける農芸化学：鈴木梅太郎、 校友会報

第23号、 53-57（大正 3 年2月初日

2）校友会報第43号 （大正10年12月25日）

3 ）賢治の思い出（ー）：岩田元兄、J11原仁左エ門編

「宮沢賢治とその周辺よ122（昭和47年 5 月）

4) 1卒業論文と 先生 ：亀井茂、Jll原仁左エ門編 「官

沢賢治とその周辺」、 127-129 (Bf:Hll47年 5 月）

5 ）農芸化学科の歩み： 大矢富二郎、 大矢富二郎先

生退官記念事業会（昭和54年 7 月）

6）思い出のIllJll思い出のまち思い出の人々：塩

ヂi二義郎、 142-143 (UH手1156:¥ 3 月）

7 ）卒業論文： 年表作家読本 宮沢賢治、 111内修 編

著、 河出書房 新社、 53（平成6元 年9月）

8）兄、賢治の…生：宮沢清六、雨ニモマケズ、 フォ

ア文庫（平成2年 3 月）

9）羅須地人協会の事：佐々木清一、 肥料 科学第

13号、 1- 8 （平成2年）

10）兄 のトランク：宮沢清六、 ちくま文庫（平成 3

年12月）

11） 関豊太郎 と宮津賢治：亀井茂、 肥料 科学第15

号、 31-56（平成4年）

12）土壌肥料 と宮沢賢治1－ベドロジスト、エダブオ

ロジスト としの賢治一：井 上克弘、 託本土壌)j�

科学会雑誌第67巻、第2号、 206引2（平成8年）

13）土壌肥料 と宮沢賢治2一関豊太郎 と宮津賢治

一：亀 井 茂、 自本土壌組科学 雑 誌 第67号、

213-220 （平成8年）

14）校本宮津賢治全集第1巻本文編、

73 （平成8年 3丹）

15）校本宮湾賢治全集第2巻本文編、 筑摩書房、

280 （平成8年 3 月）

詩集「春と修羅j第I集（小岩井農場）（大正

13年4月）

16）宮津賢治と岐阜（上／下）：船戸政一、 岐阜新開

（平成11年11月11日／13日）

17） 吉川仲右衛門年譜・吉川仲右衛門と宮沢賢治：

加戸政一 ・吉田昌子（平成12年6月 5 日）

18）宮津賢治と 古川教授：船戸政一、 岐阜県郷土資

科研究協議会会報郷土部究・i岐阜第89号、 2罰

4 （平成13年10月15日）

19）宮津賢治と盛鴎高等農林学校断片（11) -'?r�関

前近地質調査と賢治得業論文をめぐって 一：亀

井茂、 早油峯30号、 144-171（平成16年6月）

20）宮深賢治と岐阜：岐阜史学会代表船戸政一、

託証Kl岐阜文化センター講援資料 （平成16年12

月17日）

21）宮沢賢治の恩師一古川仲右衛門の生涯一：鈴木

隆雄、 濃飛の 文化財53号、 岐阜県文化財保護

協会（平成26年 3 月11日）

訂正： 第128号・14頁右下8行の校友会報第41号（大

正9年12月 1 日）は大学図書：館で、所蔵。 古川

村1右衛門教授の記載事項はない。
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